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冬の進路関係行事より 

＜地元企業説明会＞ ２月３日（火） ２年生 

鹿角市文化の杜交流館「コモッセ」を会場に「鹿角地域『知ろう！見よう！聞こう！地元の仕事』高校２年生向け企

業説明会」が行われました。地元の産業や仕事に対する理解を深め、地元就職への意識の醸成を図ることを目的に、鹿

角地域振興局が主催し、鹿角公共職業安定所、鹿角市、小坂町、かづの商工会が後援して行われた事業です。開会行事

では、秋田県就活情報サイト「Kocchake！（こっちゃけ）」の説明や諸連絡があり、その後、鹿角・大館地域を中心と

する２７の事業所がブースに分かれて職種の特徴や求める人材などに関する説明を行い、生徒はグループごとにブース

を回って説明を受けたり質問をしたりしました。様々な事業所の説明を受ける中で、自分の興味や就職希望先とは異な

る事業所の説明を受けることもあったと思いますが、「働くこと」に対する自分の考えを深める上で、就職希望者はも

ちろん、進学希望者にとっても、非常に貴重な機会になったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜就職ガイダンス＞ ３月１２日（木） ２年生 

 今年度の「就職ガイダンス」は、厚生労働省の委託事業として株式 

会社タスクールPlusが運営している企画です。当日は講師の先生を 

お招きし、２年生の就職希望者が「仕事」や「働くこと」、現在の就 

職環境、コミュニケーションやマナーの基本などについてグループワ 

ークも行いながら学び、自己ＰＲ文の作成や模擬面接にも挑戦しまし 

た。今回のガイダンスを通して、これから本格化する活動における大 

事なポイントを学ぶとともに、自分が取り組んでいくべき課題に改め 

て気付くことができたと思います。 

～生徒の感想より（一部）～ 

・今回の就職ガイダンスでは、社会や仕事について学び、面接の練習を通して面接の大事な点を確認することができま

した。就職する際に気をつけることとして、しっかりと求人票を見て、給料だけでなく、どのような働き方なのか、

どのような仕事をするのかなどを確認し、そこが自分に合っている企業なのかを知ることが大切だと分かりました。 

・自己ＰＲを考えてまとめるときに、自分について改めて見直すことができました。そのことを踏まえ、面接で話す内

容を全て完璧に覚えようとするのではなく、話の流れを覚えて臨むとよいということが分かりました。 

・グループワークで採用する側を体験してみて、企業は頑張った「こと」ではなく「内容」を知りたがっており、その

内容から働いている姿をイメージして採用を決めていることが分かった。面接練習をやってみて、伝えたいことをま

とめて簡潔にしなければ、本当に伝えたいことが伝えられないと思った。書類上では強みを最大限に表すことができ

ても、面接では書類に書いていることが本当だと証明するとともに、文章では伝えられないことを伝えなければいけ

ないと改めて思った。 

 

 

 

   

 



春季実力養成講座を実施しました  ３月１４日（土）･１５日（日） １・２年生希望者 

普段受講する機会の少ない予備校講師の授業を受講することを通して、受講科目の基礎力養成と次年度に向けて学習

習慣の確立・維持を図ることを目的として「春季実力養成講座」を実施しました。講師として、代々木ゼミナールから

三沼秀樹先生（英語）と鈴木東栄先生（数学）をお招きしました。２日間の講座を受講し終えた後に記入してもらった

アンケートからは、受講した英語と数学の学習のみならず、今後の学習や進路活動に向かう上で大いに刺激を受けた様

子が伝わってきました。自分の将来のために、今できることを継続して着実に実践していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～生徒の感想より（一部）～ 

・土日に来るのは気が重かったけど、とてもいい時間でした。参加してよかったです。 

・いつもの授業よりも圧倒的に分かりやすい講座だった。 

・１コマ90分で長いと思っていたけど、思ったよりも短かったし、最初は分からなかったところも理解することがで

きました。学んだことを受験勉強に生かしていきたいです。 

・講師の先生がとてもおもしろく、勉強が楽しく感じた。受験に生かせる話も聞けてよかった。 

・難しいのかなと身構えていたのですが、とても分かりやすくて楽しくて、あっという間でした。まだ理解しきれてい

ないところもあるので、今回の講座だけで終わらせず、これから勉強と向き合って自分のものにしていきたいです。 

・自分はもっと勉強しなければ、と改めて思いました。進学を目指す以上、今回習ったような内容を理解できるレベル

まで自分を高めたいと思います。長期的な学習が必要だと思うので、良い学習習慣を身に付けたいです。 

・講座では難しいところが多く、理解できない部分がありました。講師の方が、復習が大切だとおっしゃっていたので

自分で復習する時間を確保して繰り返し勉強していきたいと思いました。 

・普段の授業であまり習うことがないことを講座で学ぶことができました。共通テストにも生かせるように、今回だけ

で終わらせず、友達と教え合ったり、自分でしっかり理解しながら勉強していきたいです。 

・共通テストから二次試験まで使える技術を深く学ぶことができました。知らないことばかりでとてもおもしろかった

です。学んだ知識は必ず習得して、大学に合格したいと思います。 

・「共通テストは点取り競争」であると知ったので、１点でも多くとれる読み方をマスターしたい。長い時間だったが

もっと受けたいと思った。 

・「知識は時短」という言葉が印象に残りました。自分はもっと勉強が必要なので、黄チャートを中心に頑張っていき

たいです。 

なお、３月２３日（月）・２４日（火）には、１２月に実施した冬季公務員セミナーに続き、上野法律ビジネス専門

学校から講師の先生をお招きし、１・２年生の希望者を対象とした春季公務員セミナーを実施する予定です。 

 

１・２年生探究活動発表会が行われました ３月１７日（火） 

「総合的な探究の時間」を中心として取り組んできた探究活動について、３年生は学校祭やクラスにおいて発表会を

行いましたが、今回は１・２年生の発表会が行われました。当日は来賓の方々にも来校していただき、前半は各学年の

代表者が１６教室に分かれて発表し、後半は第一体育館で各学年の代表者が発表しました。探究活動を通して得られた

新しい発見や気付きを生かして、これからの学びをさらに深めていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
   

  


